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４ 腎臓にやさしさを
ドクターの．

ー にカルテ撫鰯
腎臓にや さ し さ 壱

新潟大学医学部第二内科教授
成田一衛氏 煙

腎障害や腎臓病の患者は年々増えています。わが国の透析治療を必要とする'漫'性腎不
全患者数は２０１１年末で30万人を超えました。透析患者が増加したことは、腎不全医療
の進歩と普及のためであり、それを支えてきた医療保険制度や社会基盤の充実を反映す
るものですので、必ずしも悪い事ではないのですが、その前段階(透析予備群)となる'慢
I性腎臓病(CKD)の増加については、深刻に受け止め、対策を講じる必要があります。
私たちがまずやるべきことは、CKDの新しい発症をできるだけ予防すること､そして、
発症してしまった人をなるべく早く発見して､それが進行しないようにすることなのです。
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① |新潟大学医学部 (新；馬市
複雑な働きをする臓器だからこそ、

腎臓機能の低下は全身に影響を及Iぎし
かねませんo大切なI腎臓を守るために、
正しい知識を身につけてほしいと思し
ます。

◇ ◇
さまざまな代謝異常を弓|き起こす慢

性腎臓病(CKI))o   CKDに詳しい県内
の医師にどうすれば予防、病気の進行
を防止できるのかを聞いていきます。

成 田 一 衛 氏
第二内科教授

腎臓の '働きを知っていますかｏ腎臓
は尿として老廃物を体外に出すだけで
はなく、体液の組成を一定に保ったり、
造血ホルモンをつくったりと、健康を
支える大切な臓器です。

寿大日本住友製薬
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② 新 発 田 病 院 ’ ( 新発田市
だといわれていますｏ
糖尿病の合併症として生じるほか、

慢'性糸球体腎炎もCKDに含まれますｏ
CK ! )が進行すると、透析が必要な末期
腎不全になりかねませんし、狭心症や
心筋1更塞などのリスクも高まります。
高血圧、メタボ、生活が不規則な人、た
ばこ、アルコールをたしなむ人がCKD
にかかりやすい。当てはまる人は気を
付・けてIましいですねｏ

本 間 則 行 氏
診療部長

′漫 '性腎臓病 (CKD )の定義は、Ｉ腎
臓の働きが60〃以下に低下、タンパク
尿が出るなどの異常が続く、あるいIさ
その両方が３カ月以上続く一となりま
すｏ国内では成人の８人に１人がCKD

2012年８月29日
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③廐調際 (新；馬市
＜なりますｏ過乗 ﾘな塩分摂取は血液の
ろ過機能を損ない、高血圧を弓|き起こ
します。また高巾 '千が長く続くと、腎柄 津 良 氏 臓へ流す血液量が増え、結果的に腎臓
の機能を低下させますｏ
塩分の摂取量は健康な人で一日10^ラ

未満。腎臓に疾患のある場合は３～６

副 院 長

る言呼篤蕊綿議竪認暫未琶手羅零齢挿室鰯雲諺濡塩分を摂取すると､血中の塩分濃度を満工食品にも注意してください。
溺藤雪菩iK溜繕婆力Ifll這這に
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④畷霧雨罫詞漂 |(新潟市
な量に制限する必要がありますｏしか
し､ほかの栄養素まで過度に制限して、
必要なエネルギーが取れずに体調を崩
す方も少なくありませんｏタンパク質
を控える分は、糖質や脂肪分などを上
手に摂取し、エネルギーを確保する必
要がありますｂただし、これらの栄養素

近藤大介氏
腎臓・リウマチ科
副 部 長

蕊鱗難蝋薦蕊維謹灘雲蕊窯磯
鑑謹童誓筈星涛駕走宣捧謡限
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⑤ |新潟臨港病院 (新；馬市
運動は毎日笑って続けられるものを

勧めていますｏ高齢者なら散歩、若し
人なら、いつも降りるバス停の一つ前
で降りて歩くのも良いでしょうｏ早歩
きで、うっすら汗をかく程度でOKo
水分補給もお忘れな< o習 ‘賃付 .けるこ
とが大切ですｏ当院近くの新潟みなと
トン皇ネルでは、歩いたり走ったりする
人を多く見かけますｏ天{侯に左右され
ないので良いと思いますよｏ

大 津 豊 氏
診療部長

慢 ’ 性 腎 臓 病 ( C K D ) の 要 因 と して
加齢、高血圧や糖尿病など､の生活習‘償
病、肥満があります。これらに由来す
る C K D の予防、治療の一つとして運
動が有効です。


